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よりも短時間で原因特定を行うことが可能になります。さら
に、TraceAssistant は対象となるログの出現パタンを学習し
以降の分析へと応用します。そのため、異常検出すべきロ
グをナレッジとして事前に登録しておく必要がありません。
　TraceAssistant を使用することにより、ナレッジ等の従
来製品では困難であった未知のパタンのシステム障害を検
出することも可能であり、障害発生時の原因特定に要する
時間を大幅に削減します。

　近年、システムに対する信頼性が高まる中、万一障害
が発生した場合には、一刻も早い原因特定が求められて
おり、障害発生時におけるログ解析は欠かせない作業と
なっています。そのため複数のサーバで出力されるログを
一元的に管理・参照できる「WebSAM LogCollector」(以降、
LogCollector) を製品化しました。しかし、LogCollector で
収集した膨大なログの中から短時間で障害の原因となる
事象を見つけ出すのは容易ではありません。ログ解析を行
うためには、製品知識や分析ノウハウが不可欠であるから
です。そこで、ログ解析に関する知識を必要とせず、膨
大なログの中から障害の原因と考えられる事象を迅速に特
定することのできるログ解析支援ツール「WebSAM 
LogCollector TraceAssistant」(以降、TraceAssistant) を新
たに製品化しました。
　TraceAssistant は、LogCollector で収集したログに対し、
NEC 中央研究所で開発されたデータマイニングエンジン
「AccessTracer」の技術を用いてパタン分析を行います。
分析完了後、分析した結果をパタンの異常らしさを示すス
コアとしてグラフにより可視化します(図)。グラフから、ス
コアの高いパタンのログのみを注目して調べることで従来
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異種データベース間でのデータ連携を実現するDataCoordinator

　近年、各企業では、全社規模でビジネスプロセスを効
率化するため、全国に点在するシステム環境の異なるデー
タベースに蓄積されたデータを効率的に連携させるツール
を求める声が高まっていました。このようなニーズに応え
るため、DataCoordinatorを2005年7月にリリースしました。
　DataCoordinatorは以下の特長を持っています。
1)アプリケーションプログラムの作成は不要
従来、データ連携を実現するには、一般的にアプリケー
ションプログラムの作成、テスト、保守といった高コス
トな作業が必要でした。DataCoordinatorは、データ連携
定義や運用を容易に行えるGUIを有しており、構築や運
用に関わる作業を低コストで実現できます。たとえば
データ連携定義は、図のGUIにて、マウスによるドラッ
グ&ドロップで簡単に作成することができます。
2)多彩な機能
バッチジョブのようにマスタ表のデータを一度に転送し
たり、マスタ表に対して更新されたデータのみをレプリ
カ表へ転送することができます。また、1つのマスタ表か
ら複数のレプリカ表へ転送する機能も有しています。マ
スタ表とレプリカ表の表形式が異なる場合でも、列結合

や属性変更、演算などデータ加工機能によりデータ連
携が可能です。
3)多彩な連携バリエーションを実現
主要なデータベース製品である、Oracle、SQLServer、
PostgreSQLに加え、メインフレームのRIQSⅡ V1、V2と
の連携も可能です。今後、対象データベース(最新情報
は、ホームページをご覧下さい)やプラットフォームOSの
拡大を行うことで、多彩な連携バリエーションを実現し
ていく予定です。
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